

















医 弓主主Z二, 博 士
第 6 385 写仁コ
昭和 59 年 3 月 24 日
医学研究科病理系専攻











マウスを生後種々の日数で屠殺し子宮の重量を測定すると，生後 13 日まで重量は 0.7mg ......, 6暗に増
加した。しかし，その後 25 日まで増加はなく， 26 日以後再び増加し 50昭に達する。一方，子宮におけ
る細胞増殖を下記の方法でしらべた。まず， fluorodeoxyuridine をグラム体重当り 8nmol 投与し， 1 
時間後に thymidine の前躯体である 5- (125IJ -iododeoxyuuridine ( (1251) Id Urd) をグラム体重当り
0.2μCi 投与した。 3 時間後マウスを屠殺し，子宮全体に取り込まれた e25I) -1 d U rd の量を測定して，
DNA 合成の指標とした。その結果， DNA 合成は子宮の重量と呼応して変動した。即ち，生後13 日ま
で DNA合成は盛んであり，その後 25 日まで著しく少なく， 26 日以後再び DNA合成は増加した。
(1251) 1 d Urd の取り込み量からは，増殖している細胞の種類は不明である。そ乙で，オートラジオグ
ラフィーを作成しラベルされた細胞をしらべると，生後 13 日までは上皮細胞と間質細胞に同程度の増殖
がみられ，生後 26 日以後は上皮細胞の増殖が著明であった。
次 l乙，出生後の増殖に及ぼす卵巣の影響をみるため，生後 0 日で卵巣の摘出を行い，その後の子宮の
増殖を検討した結果，去勢マウスにおいても生後 25 日までの子宮の増殖は，非去勢マウスと差がなかっ
84 
た。しかし 26 日以後の子宮の増殖は去勢マウスでは起らなかった。つまり，生後 25 日までの子宮の増
殖には卵巣は不必要であるが， 26 日以後の子宮の増殖は卵巣に依存すると言える。乙の乙とは，生後 O
日， 25 日で去勢したマウスにエストラダイオールを生後40 日から投与した時，両群の子宮の増殖に差が
無かったことからも明らかにされた。
一方，幼若期ラットの子宮の増殖に副腎由来のエストロジェンが，影響を及ぼしている可能性が報告




ところで，エス卜ラダイオールの 1 回投与に対して，成熟マウスの子宮が増殖するのに対し生後 13
日までの子宮は増殖しないことが報告されている。しかし生後 O 日， 10 日， 40 日のマウスに，それぞ
れエストラダイオール 20μg ， 5μg ， 1μg を投与し DNA合成をしらべると，すべての群の子宮のDNA
合成は，投与後 1 日で有意に増加した。この乙とは，生後13 日までのマウス子宮も成熟マウス子宮と同
様，エストラダイオールに対する反応に差が無い乙とを示す。また，新生仔期では大量のエストラダイ
オールが必要であるが， 乙れは，乙の時期のマウス血中に α ーフェトプロテインが存在し，エストラダ
イオールと結合するためと考えられる。
(総括)






マウス子宮細胞は生後13 日まで増殖したが，その後一時増殖は停止し， 26 日以後再び増殖した。生後
26日以後の子宮細胞の増殖は卵巣摘出により消失したが，生後25 日までの子宮細胞の増殖は卵巣および
副腎摘出に全く影響されなかった。
胎生期におけるミューラ一管の子宮への分化には，卵巣機能は不必要であることが明らかにされてい
るが，以上の成績で，思春期までの子宮の発育も自動的である。
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